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研究成果の概要（和文）：本研究では、研究代表者が行ってきた20世紀アメリカ哲学の研究を踏まえ、ジョン・
デューイをはじめとするプラグマティズムに流れ込んだ「自然主義」という語彙の前史やその後の展開を探るも
のである。その結果、大きく二つの研究結果を出すことができた。第一に、博物学者のジョン・ミューアと哲学
者のラルフ・ウォルドー・エマーソンというアメリカ文化史上重要な邂逅を果たした二人の対比を再定位する成
果をあげた。第二に、デューイの自然主義が哲学以上にアメリカ社会学に流れ込み、いわばその前提となってい
ることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study has focused on the genealogy of the Naturalism in American 
culture, especially literature, philosophy, and sociology in the 19th and 20th US. There are two 
main outcomes: The relocation of the relation of John Muir and R. W. Emerson in American 
intellectual history; the revelation of the fact that the American sociology has inherited John 
Dewey's naturalistic empiricism.

研究分野：アメリカ哲学

キーワード： 自然主義　プラグマティズム　超越主義　質的調査　アメリカ社会学　シカゴ学派　デューイ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
哲学や文学、社会学などの学問分野の分割に沿って学び、研究を進めている。そうした分野ごとに参照される固
有名詞・概念・人名・手法が無意識に限定されるのも事実だ。しかし、そうした分野ごとの相対的自律性は、過
去の知識人たちが生きていた頃は必ずしも自明ではなかった。本研究は、アメリカを代表する哲学者ジョン・デ
ューイの「自然主義」という言葉と発想に影響される形で、アメリカの知的風景を「自然主義」の観点から再編
成することを試みたものであり、必ずしも方法論や対象を共有していない面々が、関心や関わり方、目標を共有
していたことを既存の学問地図とは異なる形で示そうとした点に、一つの社会的な意義があると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
W.V.O.クワイン以降の「自然主義」が真っ先に思い浮かぶ。だが、自然主義は科学哲学の専売特
許ではないし、クワイン的自然主義にも前史がある。J.デューイの自然主義である。当時の雑誌
で「自然主義的ヒューマニズム」が標語化したことから、自然主義はクワイン以前の米国哲学を
知る上でも重要であることが窺える。 
本研究は、超越主義を「ロマン主義の一形態としての自然主義」とみなし、それが、しばしば自
然主義と結び付けられる決定論的世界観に抗して、経験の言語化しきれない側面を強調したこ
と、その視点がデューイの「自然主義」に引き継がれたことを示す。その作業によって、クワイ
ン以前の自然主義の系譜を描く。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、自身のこれまでのジョン・デューイを中心とする研究に掉さしながら、W.V.O.クワイ
ン以前の自然主義を調査し、とりわけ超越主義と呼ばれる立場を採用した人々の自然史や進化
論受容とロマン主義的立場の整合性について明らかにすることを目指すものである。また、それ
と並行して想像力の働きについての理解を深め、その知見を応用した研究も行っていく。 
 
 
３．研究の方法 
 
二つのことを行う。第一に、アメリカの知的動向において「自然主義」がどのような形で展開し
ていったかを明らかにするために、プラグマティズム以前のアメリカ哲学・文学に目を向ける。
具体的には、ラルフ・ウォルドー・エマーソンを嚆矢とする超絶主義とその周辺の自然観を調査
する。第二に、プラグマティズムの自然主義をアメリカ社会学が引き継いだという見立てから、
それらをつなぐものを掘り下げる。具体的には、ジョン・デューイの自然主義がシカゴ社会学へ
と流れ込んでいくあり様を明らかにするとともに、プラグマティズムをうまく取り込んだ社会
学者として知られるハーバート・ブルーマーの学説史的研究を行っていく。 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
本研究では、研究代表者が行ってきた 20 世紀アメリカ哲学の研究を踏まえ、ジョン・デュー
イをはじめとするプラグマティズムに流れ込んだ「自然主義」という語彙の前史やその後の展開
を探るものである。 
初年度は、その予備的段階として、先行研究でも蓄積の多いクワインの自然主義に関する調査
と、超越主義者から多大な影響を受けたジョン・デューイの自然主義について調査を中心として
遂行した。 
後者の考察は、三つの成果として発表された。まず、デューイの自然権思想に関する研究が、
「民主主義へのジェファーソン的『信仰』：政治的疎外、自然権、プラグマティズム」として論
文化された。さらに、デューイが死後に哲学内で影響力を低下させるのと軌を一にして、アメリ
カ社会学に多大な影響を及ぼしたことが判明し、この点に関する研究を進めた。デューイの自然
主義は、アメリカ社会学（とりわけ質的調査）の前提条件となり、その後の展開を支えるような
働きをしたのである。こうした議論は、「ジョン・デューイの自然主義とは何か、そしてそれが
どのように社会科学に継承されたか：シカゴ、コロンビア、カリフォルニアの社会学と質的調査」
というタイトルで論文化された。デューイが死後に急速に「忘れられた」という哲学界の評価の
一面性を示唆するものだと言える。 
加えて、自然主義やロマン主義に関わる周辺領域での研究も行った。新京都学派における反ア
カデミズム的姿勢に関する発表がその一例である。ほかに、アメリカ大統領選挙に関連したシン
ポジウムに登壇し、選挙戦における陰謀論やフェイクニュースの隆盛を念頭に置きながら、自然
主義とロマン主義の交点において想定される妥当な想像力の用法について発表した上で、公共
政策学者とともに議論した。 
 
二年目では、大きく二つの研究結果を出すことができた。第一に、博物学者のジョン・ミュー
アと哲学者のラルフ・ウォルドー・エマーソンというアメリカ文化史上重要な邂逅を果たした二
人の対比を再定位する成果をあげた。第二に、デューイの自然主義が哲学以上にアメリカ社会学



に流れ込み、いわばその前提となっていることが明らかとなった。順に幾分詳しく説明しよう。 
第一に、博物学者ジョン・ミューアと哲学者の R.W.エマーソンという交流のあった二人の人
物の思想や役割を「自然主義」という視点から再定位し、その成果を研究発表した。 
第二に、アメリカ社会学とプラグマティズムの連関を明らかにする研究を進め、アメリカ思想
史における「自然主義」の系譜を探った。具体的には、社会学者マーティン・ハマーズリーの The 
Dilemma of Qualitative Method: Herbert Blumer and the Chicago Tradition を翻訳し、『質
的社会調査のジレンマ：ハーバート・ブルーマーとシカゴ社会学の伝統』（勁草書房）として刊
行した。本書では単に哲学を前史として扱うのではなく、19 世紀の様々な学問的試みの中にア
メリカ社会学を位置づけ、現象主義などのいくつかの特徴を持つプラグマティズムを引き継ぐ
形で、シカゴ社会学が展開していったとの歴史が描かれる。なお、資料収集過程で得た知見は「訳
者解題」の形で発表した。 
加えて、自然主義とロマン主義に関係する領域でも複数の研究を行った。ゲームツーリズム
（コンテンツツーリズム）という想像力が問われる消費行動の教育性、都市社会を生きる個人の
不安を取り上げた作品（Neon Genesis Evangelion）の分析など、いずれも想像力に関わる主題
である。 
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ロマン主義と自然化された想像力をめぐって：ジョン・デューイ、エマーソン、ジョン・ミューア

エマーソンのロマン主義とジョン・ミューアの博物学：その眼と自然描写をめぐって
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


